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日本けん玉協会ジュニア杯争奪戦種目変更について 

 

競技会推進委員会 

 

下記 6 種目につき 2025 年開催予定の第 11 回日本けん玉協会ジュニア杯争奪戦

（JKAジュニア杯）より下記の通り種目を変更致します。 

 

記 

①一回転灯台～さか落とし  → 一回転灯台～一回転さか落とし 

③宇宙一周～地球まわし  → USA一周 

⑥大皿～フリップ大皿   → すべり止め極意 

⑨灯台とんぼ返り   → うずしお灯台～とんぼ返り 

⑱すべり止め極意   → 大皿～フリップ大皿 

⑲つるし飛行機～はやて中皿  → つるし飛行機 

 

【背景】 

過去 3 大会分の日本けん玉協会ジュニア杯争奪戦（JKA ジュニア杯）につい

て選技毎の成功率を示しました。JKA ジュニア杯は JKA 杯と異なり、出場する

選手が小学生に限定されており、高い技術を有する 6 年生が毎年抜けていくこ

とから技の成功率の上昇は JKA 杯ほど高くありません。しかしながら、決勝競

技の結果をみると 45点以上の高得点を獲得する選手は昨年の 4名に対して今年

は 9名と増加しておりました。 

日本けん玉協会ジュニア杯争奪戦（JKA ジュニア杯）は高度な技の成功率を

競う得点方式の競技です。対戦形式の競技と異なり、過度に複雑にしたり、身

体的な特徴に依存したり、偶然性が含まれたりすることなく、けん玉の皿、玉、

けん、糸を活用し静と動を生かした美しい技を選出し、選手の技の正確性を得

点として競う大会を目指しています。 

 

日本けん玉協会では種目変更の目安を下記の通りとしています。 

JKAや JKAjr.杯など得点方式の種目毎の成功率の目安（過去の 3～5大会） 

予選：   成功率 50～70% 

決勝トーナメント： 成功率  80～90% 

 

過去 3大会中 2大会以上で予選での成功率が 70%以上の種目は 

① 一回転灯台～さか落とし 
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② すくいけん 

③ 宇宙一周～地球まわし 

⑦ はねけん 

⑧ 玉つきさし 

⑨ 灯台とんぼ返り 

⑩ 小皿金魚すくい 

 

過去 3大会中 2大会以上で決勝での成功率が 90%以上の種目は 

① 一回転灯台～さか落とし 

② すくいけん 

③ 宇宙一周～地球まわし 

⑧ 玉つきさし 

⑨ 灯台とんぼ返り 

⑩ 小皿金魚すくい 

でありました。 

 

今回、変更種目候補として過去 3 大会中 2 大会以上にて予選の成功率が 70%以

上の 7種目、決勝での成功率が 90%以上の 6種目ありました。これらの中から、

予選および決勝の成功率が共に目安を超えた 6 種目について他の大会選技、難

易度および技系統のバランスを考慮し下記の様に決定しました。 

① 一回転灯台～さか落とし  → 一回転灯台～一回転さか落とし 

② すくいけん    → 変更しない 

③ 宇宙一周～地球まわし  → USA一周 

⑧ 玉つきさし   → 変更しない 

⑨ 灯台とんぼ返り   → うずしお灯台～とんぼ返り 

⑩ 小皿金魚すくい   → 変更しない 

 

また、⑤フリップとめけん、⑥大皿～フリップ大皿、とフリップ技技が前半

に連続して一方、⑭一回転飛行機～灯立、⑯月面着陸、⑱すべり止め極意、⑳

二回転灯台、と静止終わる種目が後半に集中していることから、⑥大皿～フリ

ップ大皿と⑱すべり止め極意とを入れ替えることと致しました。 

 さらに、⑲つるし飛行機～はやて中皿について、はやて中皿の判定が困難な

状況であること、つるし飛行機自体が難易度の高い種目であることから、つる

し飛行機～はやて中皿からはやて中皿を除き、⑲つるし飛行機とすることと致

しました。 
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変更後の種目は下記の通りです。 

①一回転灯台～一回転さか落とし ⑪つるし一回転飛行機 

②すくいけん    ⑫前ふりうぐいす～けん 

③USA一周    ⑬つるし一回転灯台～けん 

④うらふりけん～うら地球まわし ⑭一回転飛行機～灯立 

⑤フリップとめけん   ⑮ろうそく返し 

⑥すべり止め極意   ⑯月面着陸 

⑦はねけん    ⑰ろうそく持ちとめけん 

⑧玉つきさし    ⑱大皿～フリップ大皿 

⑨うずしお灯台～とんぼ返り  ⑲つるし飛行機 

⑩小皿金魚すくい   ⑳二回転灯台 

 

 

JKAjr.杯予選、種目別成功率 
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JKAjr.杯決勝競技、種目別成功率 
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なお、競技規則は過去のデータおよび今後の運用状況を鑑みて競技会推進委

員会並びに競技審判委員会にて議論を行い、必要に応じて改訂致します。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


